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あなたの成長が大きな励みに
　１１月１６日、あそびの教室に参加した松本里
実さん（落合）と友

ともき 

輝くん（１歳）親子。
　友輝くんを妊娠中、里実さんの叔父さんが居る
山梨県へ避難し、愛媛県で出産。「避難生活のな
か妊娠・出産と大変なこともあったが、周りで支
えてくれた友達のおかげで無事に出産することが
出来た」という里実さん。
　「多くの友達の支えがあったことから、友輝く
んにもたくさんの友達に恵まれることを願って、
名前の一文字に『友』をつかい、心の優しい子に
育って欲しい」と話してくれました。
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遠
く
に
見
え
る
安
達
太
良
の
山

が
雪
化
粧
し
冬
到
来
を
感
じ
る
季

節
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
本

格
的
な
寒
さ
を
迎
え
ま
す
の
で
、

村
民
の
皆
さ
ま
健
康
に
は
十
分
ご

留
意
く
だ
さ
い
。

　   

こ
の
度
の
村
長
選
で
再
任
さ
れ
、

11
月
12
日
か
ら
７
期
目
の
村
長
に

就
任
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
改
め
て
責
任
の
重
さ

を
感
じ
る
と
共
に
身
の
引
き
し
ま

る
思
い
で
す
。

　

11
月
14
日
に
、『
村
民
一
人
ひ

と
り
の
生
活
再
建
と
ふ
る
さ
と

「
か
つ
ら
お
」
の
繁
栄
を
め
ざ
し

て
』
と
題
し
た
、
第
一
次
「
葛
尾

村
復
興
計
画
」
を
復
興
委
員
会
か

ら
答
申
い
た
だ
き
ま
し
た
。
復
興

委
員
の
皆
さ
ま
に
は
、
お
忙
し
い

中
と
り
ま
と
め
を
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　　

村
民
の
将
来
に
わ
た
っ
て
の
安

全
・
安
心
を
最
優
先
す
る
た
め
に
、

し
っ
か
り
と
し
た
除
染
の
実
施
と

飲
用
水
の
安
全
確
保
、
継
続
的
な

村
民
の
健
康
管
理
の
推
進
を
図
り

ま
す
。
ま
た
、
避
難
生
活
に
対
す

る
支
援
、
生
活
再
建
に
向
け
た
損

害
賠
償
の
支
援
を
続
け
、
全
村
民

が
帰
還
で
き
る
よ
う
、
村
内
外
へ

の
復
興
公
営
住
宅
の
整
備
を
図
る

等
の
事
業
を
実
施
し
ま
す
。
さ
ら

に
葛
尾
村
の
さ
ら
な
る
発
展
を
目

指
し
、
新
生
「
葛
尾
村
」
の
核
と

な
る
新
た
な
発
想
に
よ
る
事
業
を

展
開
し
、
斬
新
な
葛
尾
村
を
造
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

復
興
に
向
け
て
の
課
題
は
山
積

し
て
い
ま
す
が
、
今
後
は
、
お
示

し
い
た
だ
い
た
復
興
計
画
に
沿
っ

て
実
施
計
画
を
策
定
し
着
実
な
実

施
に
向
け
、
議
会
、
職
員
と
共
に

全
力
を
傾
注
し
て
参
り
ま
す
。

　

ま
た
、
先
の
選
挙
戦
で
皆
さ
ま

か
ら
寄
せ
ら
れ
た
、
ご
声
援
・
ご

叱
責
に
真
摯
に
耳
を
傾
け
、
初
心

に
返
り
「
新
生
葛
尾
村
づ
く
り
」

に
あ
た
っ
て
行
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
の
で
ご
指
導
、
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

初
心
に
返
り

「
新
生
葛
尾
村
づ
く
り
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
あ
た
り
ま
す

　任期満了に伴う葛尾村長選で、再選された松本允秀村長が、１１月１２日、
三春出張所貝山事務所前で村民と職員に拍手で迎えられ初登庁しました。　
　その後、貝山仮設集会所で就任式が行われ、「村民に笑顔で接し、必ず村
に帰るという前向きな気持ちで職務にあたってほしい」と訓辞をしました。
　任期は、平成２４年１１月１２日から４年間となります。

村長就任にあたって
　　　　村民の皆さまへ

貝山仮設前で多くの住民に迎えられ初登庁しました

趣
味
は
、
ゴ
ル
フ
と
読
書
。

葛
尾
村
議
（
2
期
）、
福
島
県
町
村
会
会
長
、

福
島
県
砂
防
協
会
長
、
双
葉
地
方
町
村
会
長
、

福
島
県
国
土
調
査
推
進
協
議
会
長
、
福
島
県
ふ

る
さ
と
農
道
緊
急
整
備
事
業
協
議
会
長
、
福
島

県
過
疎
地
域
市
町
村
協
議
会
副
会
長
、
福
島
県

阿
武
隈
地
域
振
興
協
議
会
副
会
長
な
ど
を
歴
任
。

現
在
、
葛
尾
村
社
会
福
祉
協
議
会
長
。

平
成
24
年
11
月
12
日

平
成
20
年
11
月
12
日

平
成
16
年
11
月
12
日

平
成
12
年
11
月
12
日

平
成
８
年
11
月
12
日

平
成
４
年
11
月
12
日

昭
和
63
年
11
月
12
日

昭
和
59
年

昭
和
56
年
７
月

昭
和
31
年
７
月

昭
和
31
年
３
月

昭
和
12
年
生
ま
れ
（
75
歳
）

年　

月

７
期
目
当
選

６
期
目
当
選

５
期
目
当
選

４
期
目
当
選

３
期
目
当
選

２
期
目
当
選

葛
尾
村
長
に
初
当
選
し
、

村
長
就
任
。

農
業
に
従
事

葛
尾
村
助
役

葛
尾
村
農
業
協
同
組
合
勤
務

双
葉
高
校
卒
業
後
農
業
に
従

事
村
長
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
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村長に復興計画書を答申する末吉委員長
（右から２人目）

葛
尾
村
復
興
計
画
（
第
１
次
）
が
ま
と
ま
る

　

村
民
一
人
ひ
と
り
の
生
活
再
建
と

　
　

ふ
る
さ
と
「
か
つ
ら
お
」
の

　
　
　
　
　
　
　
　

繁
栄
を
め
ざ
し
て

　

葛
尾
村
復
興
委
員
会
（
委
員
長

福
島
大
学
経
済
経
営
学
類
教
授　

末
吉
健
治 

氏
）
は
、
昨
年
12
月

か
ら
村
の
復
興
ビ
ジ
ョ
ン
（
平
成

24
年
２
月
15
日
答
申
）
及
び
復
興

計
画
の
策
定
に
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。

　

そ
の
結
果
、
本
年
度
２
回
目
と

な
る
復
興
委
員
会
で
計
画
が
ま
と

ま
り
、
11
月
14
日
に
委
員
会
か
ら

村
長
に
答
申
さ
れ
ま
し
た
。　

　

計
画
は
、
本
年
度
か
ら
10
年
間

の
取
り
組
み
を
、
緊
急
度
に
応
じ

て
「
支
援
・
復
旧
期
」「
復
興
期
」

に
分
け
、
３
つ
の
方
針
と
７
つ
の

主
要
施
策
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
村
議
会
の
議
決
を
経
て
、

皆
さ
ま
に
お
示
し
す
る
と
と
も
に

復
興
計
画
に
基
づ
い
た
実
施
計
画

を
策
定
し
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま

す
。

答
申
の
主
な
内
容

計
画
期
間　

　

平
成
24
年
度
か
ら
平
成
33
年
度

ま
で
の
10
年
間

基
本
方
針　

○
村
民
の
将
来
に
わ
た
っ
て
の
安

全
・
安
心
を
最
優
先
す
る

○
避
難
し
て
い
る
方
へ
の
支
援
を

続
け
、
村
民
全
員
の
帰
還
を
目
指

す○
村
の
さ
ら
な
る
発
展
を
め
ざ
し
、

村
民
一
体
と
な
っ
た
復
興
を
め
ざ

す

主
要
施
策　

　

○
避
難
生
活
の
支
援

　

○
除
染
等
放
射
線
対
策

　

○
イ
ン
フ
ラ
整
備

　

○
災
害
対
策

　

○ 

子
育
て
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
強
化

　

○
人
づ
く
り
・
文
化

　

○ 

イ
ン
フ
ラ
整
備
強
化
、
産
業

育
成

  ”今
後
も
村
民
が
一
つ
に
な
り
、

葛
尾
村
の
復
興
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
し
ょ
う
！
“  

原子力災害対策本部 本部長へ要請書を提出しました
　避難指示区域見直しで、２つの線量区分に跨

また

がる、広谷地と岩角地区の行政区について住民の安全・
安心と地域コミュニテイの維持を図るため、１１月９日、原子力災害対策本部本部長に対し、要請書
を提出しました。
　要請書は、以下のとおりです。　

2012 年 3 月 31 日時点の線量分布
（昨年 11 月の航空機モニタリング

結果を基に予測）

原子力災害対策本部
　　本部長　野田 佳彦　様
　　

葛尾村における避難指示区域見直しに関する要請書

                                       　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   平成２４年１１月９日

葛　尾　村　長　　　松本　允秀　
葛尾村議会議長　　　杉本　宜信　

　本村の避難指示区域の見直しに当たり、線量区分が２つに跨る下記２行政区について住民の意向
を踏まえ、下記のとおり見直したいので特段のご配慮を賜りますよう要請いたします。

記

１. 広谷地行政区
　 当該行政区は住民の安全安心の確保及び広谷地行政区全域のコミュニティを維持する観点から、
「居住制限区域」に見直すこと。ただし、浪江町と隣接する通称「かげ広谷地」地域については、
浪江町津島地区とのコミュニティを維持する観点から、浪江町津島地区と同じ時期に避難解除を
すること。

２. 岩角行政区
　 当該行政区は、住民の安全安心の確保及び岩角行政区全域のコミュニティを維持する観点から、
「居住制限区域」に見直すこと。
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平
成
25
年
４
月
よ
り
、
要
田
中
学
校
を
お
借
り
し
て

葛
尾
幼
稚
園
・
小
学
校
・
中
学
校
を
開
設
し
ま
す
。

村
は
、
本
年
７
月
９
日
に
三

春
町
長
並
び
に
議
会
議
長

へ
、
平
成
25
年
度
か
ら
使
用
さ
れ

な
く
な
る
町
内
の
中
学
校
施
設
を

葛
尾
村
で
借
用
出
来
る
よ
う
要
望

書
を
提
出
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
度
、
三
春
町
の
ご
厚
意
に

よ
り
来
年
４
月
か
ら
、
今
年
度
末

で
廃
校
と
な
る
要
田
中
学
校
の
校

舎
を
借
用
し
、葛
尾
村
立
幼
稚
園
・

小
・
中
学
校
の
仮
校
舎
と
し
て
再

開
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

葛
尾
村
の
小
中
学
生
は
約
90
名

お
り
、
現
在
は
三
春
町
に
あ
る
岩

江
小
学
校
と
岩
江
中
学
校
に
計
約

50
名
、
隣
接
す
る
郡
山
、
田
村
両

市
の
学
校
に
そ
れ
ぞ
れ
約
20
名
が

通
っ
て
い
ま
す
。

　

教
育
委
員
会
は
、
村
立
学
校
へ

の
通
学
意
向
を
保
護
者
に
確
認
し
、

教
員
の
確
保
な
ど
を
進
め
て
い
ま

す
。

葛
尾
村
立
葛
尾
幼
稚
園･

小･

中
学
校

平
成
25
年
度　

ス
タ
ー
ト
！

新生

【６つの柱】

１． 幼小中の連携を深め、基本的な生活習慣を確立し、強い生活

力を育てる

２． 少人数教育とＩ
※

ＣＴ教育のよさを生かし、学力の向上を図る

３． 体験活動を充実させ、どんな場面でも力を発揮できる人材を

育てる

４． 地域の人々に学習ボランティアになってもらい、葛尾のよさ

を学ばせる

５．幼小中、地域が連携した新しい行事を実施する

６．幼児・児童・生徒の教育環境の整備と心のケアに努める

学校運営ビジョン
こんな学校をめざします！

明るく広々とした教室で、教育環境に優れている学校です。

高
台
に
あ
る
開
放
感
に
富
ん
だ
要
田

中
学
校
は
全
教
室
、
冷
暖
房
完
備

で
採
光
に
優
れ
た
明
る
い
学
校
で
、
数
々

の
建
築
賞
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
円
形
の
校
舎
の
内
側
に
は
中
庭

が
あ
り
、
児
童
・
生
徒
た
ち
の
学
習
の
場

だ
け
で
は
な
く
、
先
生
方
と
の
ふ
れ
あ
い
、

語
り
合
い
の
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
も
活
用
で

き
ま
す
。

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
に
は
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

も
設
置
さ
れ
て
お
り
、
面
積
は
１
０
，

４
６
５
㎡
、
体
育
館
も
広
く
各
種
競
技
に

対
応
し
、
様
々
な
ス
ポ
ー
ツ
が
満
喫
で
き

る
環
境
が
整
っ
て
い
ま
す
。
屋
外
プ
ー
ル

（
25
ｍ
×
6
コ
ー
ス
）
は
、
体
育
館
の
連

絡
通
路
か
ら
行
け
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

生
徒
、
保
護
者
、
地
域
が
ひ
と
つ
に
な

れ
る
教
育
環
境
を 

一
緒
に
つ
く
り
、
葛

尾
小
・
中
学
校
で
一
緒
に
学
び
ま
し
ょ
う
。

保
護
者
会
の
活
動
に
つ
い
て

　
「
か
つ
ら
お
保
護
者
会
」
の
代
表
を
務

め
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
坂
口
で

す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

さ
て
、
前
代
未
聞
の
災
害
で
、
誰
も
経

験
し
た
こ
と
の
無
い
事
態
が
続
い
て
お
り
、

初
め
て
聞
く
言
葉
に
戸
惑
い
、
対
応
を
迫

ら
れ
る
中
、
何
が
正
解
な
の
か
判
断
し
が

た
い
状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
。
葛
尾
村

と
し
て
の
重
力
・
太
陽
が
現
在
は
失
わ
れ

て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
「
か
つ
ら
お
保
護
者
会
」
の
活
動
目
標

は
残
念
な
が
ら
現
在
は
定
ま
っ
て
お
り
ま

せ
ん
。
た
だ
子
ど
も
達
と
そ
の
保
護
者
の

た
め
の
会
で
す
。
数
年
後
に
活
動
意
義
な

り
、
着
地
点
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
れ
ば

良
い
の
か
な
、
と
そ
れ
を
目
的
と
し
て
活

動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

皆
さ
ま
に
は
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、
ま

た
さ
ま
ざ
ま
な
ご
意
見
を
頂
戴
し
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
の
程
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

葛
尾
村
立
学
校
再
開
に
際
し
て

　

か
つ
ら
お
保
護
者
会
副
代
表
に
指
名
さ

れ
ま
し
た
川
島
で
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

　

こ
の
度
、
村
立
の
小
中
学
校
が
再
開
す

る
こ
と
と
な
り
準
備
が
急
ピ
ッ
チ
で
進
め

ら
れ
て
お
り
ま
す
。
保
護
者
会
と
し
ま
し

て
も
、
保
護
者
の
皆
さ
ま
か
ら
の
ご
意
見
、

ご
要
望
を
教
育
行
政
に
反
映
さ
せ
る
べ
く

活
動
を
始
め
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
何

か
と
至
ら
な
い
点
も
あ
る
か
と
存
じ
ま
す

が
、
ご
指
導
ご
鞭
撻
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

　

子
供
達
の
健
や
か
な
成
長
を
願
い
、
少

し
で
も
良
い
環
境
の
中
で
学
び
・
遊
び
成

長
の
一
助
に
な
れ
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
現
在
、
こ
う
し
た
避
難
状
況
に
は
あ

り
ま
す
が
、
故
郷
は
葛
尾
村
で
あ
り
、
そ

の
気
持
ち
は
子
供
達
に
は
持
ち
続
け
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。
私
た
ち
保
護
者
と
し

て
も
考
え
る
こ
と
が
多
く
大
変
な
時
期
で

す
が
、
何
卒
子
供
達
の
未
来
の
た
め
、
ま

た
、
葛
尾
村
の
未
来
の
た
め
に
ご
協
力
を

頂
け
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
し
て
ご
あ
い

さ
つ
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

かつらお保護者会副代表
川島博幸さん（野行）

かつらお保護者会代表
坂口高志さん（大放）

新生　葛尾村立葛尾幼稚園・小・中学校

※ＩＣＴ（情報コミュニケーション技術）教育…情報技術を用いて、学習者
に新しいコミュニケーション環境を提供しようとする教育のこと
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第４６回衆議院議員総選挙のお知らせ
投票日　12月 16日（日）

公示日　12月 4 日（火）
　第 46回衆議院議員総選挙の投票を次のとおり行います。
　　　
　選挙は、皆さん一人ひとりの正しい判断と、自覚ある一票が大切です。
　投票日には棄権しないで投票しましょう。
　当日投票できない場合は、期日前投票をしましょう！
　　

　投　票　日　　１２月１６日（日）
　時　　　間　　午前７時～午後６時まで

　場　　　所　　三春町　運動公園談話室
　　　　　　　　〒９６３- ７７１３　
　　　　　　　　　三春町大字貝山字泉沢 100（※地図参照）
　
　公　示　日　　１２月４日（火）　　
　投票できる人　　 平成２４年９月３日までに転入の届出をし、平成４年 12月 17日までに生まれた人で、

選挙人名簿に登録されている人
　期日前投票　　１２月５日（水）～１２月１５日（土）　午前８時３０分～午後８時まで
　　　　　　　　　　※国民審査除く
　　　　　　　　　　（国民審査の期日前・不在者投票は、１２月９日（日）より開始します。）

詳しい内容のお問い合わせは、
　　　　　　　　葛尾村選挙管理委員会　　 0247-61-2860　

【投票場所】

浪江消防署からのお知らせ
火災予防に努め明るい新年を迎えましょう！
　　　　　　　　
　消すまでは　出ない行かない　離れない
　　　　　　 　　　　（平成 24年度全国統一防火標語）

　年末を迎え寒さが一段と厳しくなり、ストーブやファンヒーター等暖房器具の使用が増えてきま
す。
　昨シーズンに購入した灯油を使うと暖房器具の故障を引き起こすことだけでなく、火事を起こす
原因になるため、古い灯油は使用しないようにしてください。
　また、ストーブの上に洗濯物をつるしたりしないでください！

インフルエンザを予防しよう！
　・こまめに手洗い、うがいをする 。
　・適度な湿度（５０％～６０％）、温度
   　 （２２度以上）を保つ。
　・十分な休養とバランスのとれた食事をする。
　・外出時にはマスクを着用する。
　・予防接種を受ける。

消防訓練・救急講習会を実施しましょう！
　消防署では、大切ないのち・地域の暮らしを守るため、消火器・ＡＥＤを使用した訓練の指導を
しています。
｢双葉消防本部 ｣または「最寄りの消防署 ｣へご相談ください。

問い合わせ先　（浪江消防署は川内出張所で業務を行っています）
　浪江消防署　富岡消防署川内出張所　　　 ０２４０－３８－２１１９

自衛隊福島地方協力本部では、次のとおり学生を募集します。

募集項目　　陸上自衛隊高等工科学校生徒
応募資格　　15歳以上 17歳未満の男子
　　　　　　　　　（中卒又は卒業見込含む )
　　　　　　　　　（年齢基準：平成 25年 4月 1日現在）
募集人員　　約 260 名
受付期間　　平成 25年 1月 7日（月）まで
試験期日　　１次：平成 25年 1月 19日（土）
　　　　　　２次：平成 25年 2月 2日（土）～ 5日（火）の指定する日
受験会場　　１次：南相馬市原町区（自衛隊相双地域事務所へ確認ください0244-23-4712）
　　　　　　２次：陸上自衛隊郡山駐屯地
試験内容　　１次： 筆記試験（国語、社会、数学、理科、英語）択一式・マークシート（中卒程度）
　　　　　　２次：口述試験及び身体検査
入校時期　　平成 25年 4月上旬
申込み・問い合わせ　　　自衛隊福島地方協力本部　郡山地域事務所　
　　　　　　　　　　　　　〒 963-8833　郡山市香久池２丁目１７－１３　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・FAX　024-932-1424

平成 24年度 陸上自衛隊高等工科学校生徒募集

投票所
期日前投票所
（三春町運動公園談話室）



平成 24年 12月 （10）

Information

（11） 平成 24年 12月

お 知 ら せ

総

務

課

確
定
申
告
の
準
備
は
お
済
み
で
す
か
？

　

農
業
に
か
か
る
確
定
申
告
は
収
支
計
算

書
が
必
要
で
す
。

　

収
支
計
算
書
の
準
備
は
お
済
み
で
し
ょ

う
か
。

　

計
算
手
順
や
記
載
例
を
見
な
が
ら
簡
単

に
収
支
計
算
が
で
き
る
資
料
が
税
務
財
政

係
の
窓
口
に
あ
り
ま
す
の
で
必
要
な
方
は
、

役
場（
貝
山
事
務
所
）に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

問　

税
務
財
政
係

　


０
２
４
７―

61―

２
８
５
０

　

医
療
機
関
で
の
一
部
負
担
金
に
つ
い
て

は
、「
一
部
負
担
金
免
除
証
明
書
」
を
提

示
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
免
除
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

免
除
証
明
書
が
な
い
場
合
、
一
部
負
担

金
の
免
除
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
、
手

元
に
あ
る
か
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

見
つ
か
ら
な
い
場
合
は
再
発
行
を
し
ま

す
の
で
、
健
康
福
祉
係
へ
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

　

な
お
、
ご
自
分
で
支
払
っ
た
場
合
は
還

付
申
請
を
す
る
と
お
金
が
戻
っ
て
き
ま
す

の
で
、
健
康
福
祉
係
の
国
保
ま
た
は
後
期

高
齢
担
当
者
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

免
除
期
間　

　
　

平
成
25
年
2
月
28
日
ま
で

問　

健
康
福
祉
係
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２
４
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61―

２
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法
務
省
及
び
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合

会
は
「
人
権
デ
ー
」
と
定
め
ら
れ
た
12
月

４
日
か
ら
10
日
ま
で
を
「
人
権
週
間
」
と

定
め
、
積
極
的
な
啓
発
活
動
を
行
い
人
権

思
想
の
普
及
高
揚
を
図
る
た
め
、
次
の
と

お
り
特
設
人
権
相
談
所
を
い
わ
き
市
で
開

設
し
ま
す
。

相
談
日

　

12
月
８
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　
　

い
わ
き
市
植
田
公
民
館

　
　
　

９
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　
　

い
わ
き
市
常
盤
公
民
館

　
　
　

11
日
（
火
）　

　
　
　
　
　
　
　

い
わ
き
市
内
郷
公
民
館

　
　
　

13
日
（
木
）　

　
　
　
　
　
　
　

い
わ
き
市
鹿
島
公
民
館

住

民

生

活

課

12
月
４
日
か
ら
10
日
は

　
　
　
　
　
　
　
「
人
権
週
間
」で
す
。

多
重
債
務
・
貸
金
業
に
関
す
る
相
談
窓
口

　

福
島
財
務
事
務
所
で
は
、
返
済
し
き
れ

な
い
ほ
ど
の
借
金
を
抱
え
、
お
悩
み
の
方

の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　

抱
え
て
い
る
借
金
の
状
況
を
お
聞
き
し
、

必
要
に
応
じ
弁
護
士
・
司
法
書
士
な
ど
の

専
門
家
に
引
継
ぎ
を
行
い
ま
す
。
相
談
は

無
料
で
す
の
で
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

　

ま
た
、
国
や
県
の
登
録
を
受
け
ず
に
貸

金
業
を
営
む
、
い
わ
ゆ
る
「
ヤ
ミ
金
融
」

に
は
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

ご
利
用
さ
れ
て
い
る
貸
金
業
者
の
登
録

状
況
に
関
す
る
問
合
せ
や
不
正
に
利
用
さ

れ
て
い
る
預
貯
金
口
座
に
関
す
る
相
談
も

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

相
談
窓
口　

　
　
　
　
　

福
島
市
松
木
町
13―

２

　
　
　
　
　

福
島
財
務
事
務
所　

理
財
課

受
付
時
間　

　
　
　
　
　

月
曜
日
〜
金
曜

　
　
　
　
　

 (
祝
祭
日
、年
末
年
始
除
く)

　
　
　
　
　

午
前
8
時
30 

分
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

午
後
5
時
15
分

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に

つ
い
て

地

域

振

興

課

食
品
放
射
性
物
質
簡
易
検
査
測
定
結
果

に
つ
い
て

　

葛
尾
村
村
民
会
館
で
実
施
し
て
い
る
食

品
放
射
性
物
質
簡
易
検
査
の
測
定
結
果
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
こ
の
測
定
結
果
は
、
持
ち
込
ま
れ
た
農

作
物
等
を
そ
の
ま
ま
簡
易
分
析
し
た
結
果

で
あ
り
、
参
考
値
で
す
。
村
内
で
採
れ
た

食
物
の
摂
取
は
控
え
て
く
だ
さ
い
。

※
一
般
食
品
中
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
の
基

準
値
は
１
０
０
Bq
／
kg
で
す
。

※
飲
料
水
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
検

査
室
に
持
ち
込
ん
で
頂
い
た
も
の
で
セ
シ

ウ
ム
が
検
出
さ
れ
た
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問　

地
域
づ
く
り
推
進
係

　


０
２
４
７―
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２
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【 食品中の放射性セシウムの基準値 】

食品群
基準値
（Bq/ ㎏）

飲料水 10

牛乳 50

一般食品 100

乳児用食品 50

葛
尾
村
鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
よ
り
報

告
し
ま
す　

　

葛
尾
村
鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
は
、
5

月
13
日
よ
り
村
内
の
有
害
鳥
獣
を
捕
獲
し

て
い
ま
す
。

　

村
内
に
お
け
る
イ
ノ
シ
シ
の
捕
獲
は
次

の
と
お
り
で
す
。

　

平
成
24
年
11
月
９
日
ま
で　

52
頭

品　　名
測定
件数

検出
件数

基準値
超件数
(100Bq/Kg 以上 )

セシウム（134+137)の
合計値

最小値 最大値
アカタケ 8 8 8 1,108 22,487
イノハナ 33 33 33 193 13,070
ウシコ 7 7 7 1,490 10,973
オリミキ 6 6 6 343 2,022
柿 2 2 0 29 52

キウイフルーツ 4 4 4 102 235
ぎんなん 2 2 1 56 143
ハタケシメジ 4 2 1 0 126
クリ 5 4 1 0 293

【測定年月日：10 月 1日～ 10 月 31 日】　 （単位：Bq/kg）

村
内
に
お
け
る
狩
猟
に
つ
い
て

　

11
月
15
日
よ
り
、
狩
猟
期
間
が
始
ま
り

ま
し
た
が
、
双
葉
郡
の
イ
ノ
シ
シ
に
は
摂

取
制
限
・
出
荷
制
限
が
で
て
い
ま
す
。

　

山
中
は
、
場
所
に
よ
り
高
い
放
射
線
量

が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
村
内
で
の
活
動
は

お
控
え
く
だ
さ
い
。

村
内
の
住
宅
の
水
道
に
も
冬
じ
た
く
を

　

冬
に
な
っ
て
気
温
が
マ
イ
ナ
ス
4
℃
以

下
に
な
る
と
、
給
水
管
や
蛇
口
が
凍
っ
て

水
が
出
な
く
な
っ
た
り
、
破
裂
し
た
り
す

る
水
道
の
凍
結
事
故
が
多
く
な
り
ま
す
。

　

寒
さ
は
水
道
の
大
敵
で
す
。
早
め
に
水

抜
き
な
ど
の
冬
じ
た
く
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
凍
結
し
や
す
い
と
こ
ろ　

　
　

・
北
向
き
の
と
こ
ろ
に
あ
る
も
の

　
　

・ 

風
当
た
り
の
強
い
と
こ
ろ
に
あ
る

も
の

　
　

・
屋
外
に
あ
る
も
の

　
　

・
む
き
出
し
に
な
っ
て
い
る
も
の

◎
凍
結
し
て
水
が
出
な
い
と
き
は
・
・
・
・

　

蛇
口
を
む
り
や
り
回
す
と
、
水
道
器
具

が
破
損
し
、
水
漏
れ
の
原
因
に
な
り
ま
す

の
で
、
蛇
口
を
開
け
て
凍
っ
た
部
分
に
タ

オ
ル
を
か
ぶ
せ
、
蛇
口
の
ほ
う
か
ら
ぬ
る

ま
湯
を
ゆ
っ
く
り
と
か
け
て
く
だ
さ
い
。

　

熱
湯
を
急
に
か
け
た
り
す
る
と
、
配
管

が
ひ
び
割
れ
や
破
裂
を
起
こ
す
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

問　

地
域
整
備
係

　


０
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第
22
回
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
和
牛
育
成
管
理
共
進
会
に

　
　
　
　
　
　
　

 　
　

葛
尾
村
か
ら
も
出
場
し
ま
し
た

　

11
月
５
日
、
和
牛
繁
殖
の
後
継
者
の
育
成
と
経
営
基
盤
の

安
定
化
を
目
指
し
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
和
牛
育
成
管
理
共
進
会

が
本
宮
市
の
県
家
畜
市
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

 　

全
村
避
難
と
い
う
困
難
な
状
況
下
で
、
預
託
に
よ
り
和

牛
の
育
成
を
続
け
て
い
る
葛
尾
家
畜
振
興
組
合
所
属
組
合
員

の
保
有
牛
か
ら
３
頭
の
繁
殖
和
牛
が
出
場
し
ま
し
た
の
で
報

告
し
ま
す
。

出場繁殖和牛

　保留候補牛の部　　『さくら号』　　　　齊藤英明さん（上野川）
　若雌１区　　　　　『すずかね号』　　　新開貞志さん（野川）
　若雌２区　　　　　『ひさ４０３号』　　吉田　勉さん（上野川）

　
　
　


０
２
４―

５
３
３―

０
０
６
４

　
　
　
　
　
（
多
重
債
務
相
談
窓
口
直
通
）

　
　
　


０
２
４―

５
３
５―

０
３
０
３

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
理
財
課
）

　

村
で
は
、
今
後
の
介
護
や
福
祉
に
関
し

て
具
体
的
な
計
画
の
参
考
に
さ
せ
て
い
た

だ
く
た
め
、
高
齢
者
の
方
へ
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
方
に
は
調
査
票
を
お
送
り

し
ま
す
の
で
、
調
査
へ
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

高
齢
者
支
援
ニ
ー
ズ
調
査
の
実
施
に
つ
い
て

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ

ま
す
。

　

困
り
ご
と
や
悩
み
ご
と
な
ど
お
気
軽
に

相
談
く
だ
さ
い
。

問　

福
島
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

　
　
　


０
２
４―

５
３
４―

１
９
９
４
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次のとおり除雪作業が昨年と同じく（12月から翌年３月頃まで）実施されます。
冬期間の除雪について、皆さまのご理解・ご協力をお願いします。

応急仮設住宅団地等の除雪

　(1) 除雪箇所
　　①団地から県道・町道までのアクセス道路
　　②団地内の車道
　　③団地内の通路等は、昨年同様自治会の協力を得て実施します。
　(2) 除雪基準及び時期
　　① 15cm以上の路上積雪があった場合に除雪し、圧雪層厚を路面 10cm以下にすることを
　　　原則とします。
　　②通勤、通学時間帯において通行に支障のないよう除雪します。
　(3) 滑り止め対策等
　　①アクセス道路及び団地内の凍結箇所に滑り止め砂を設置します。
　　②自治会に融雪剤を配付します。

村内の除雪

　(1) 除雪箇所
　　①警戒区域内及び通行止め規制のある路線を除く国・県道
　　　（国道 399 号・浪江三春線・落合浪江線）
　　②警戒区域内の路線を除く一級村道
　　　（小坂曲山線・落合下野行線）
　(2) 除雪基準及び時期
　　① 15cm以上の路上積雪があった場合に除雪し、圧雪層厚を路面 10cm以下にすることを
　　　原則とします。
　　②村内は計画的避難区域内であり、全住民が避難していること及び路面に亀裂等が有り
　　　除雪作業が困難なため、従来のような除雪は実施できません。
　　③除雪は、天候条件の良い日中に実施します。

道路の管理

　(1) 通行止め路線
　　　防犯上のため、無人家屋等がある路線を通行止めにします。      　
    　　（梨木平登舘線・野川風越線・静田和線・浜井場北平線・重郎内湯口線・坊笹線・
　　　　大笹野行線・大放石黒線・菅ノ又夏湯線・大楢線・広谷地線）
　(2) バリケード・カラーコーンの設置
　　　道路に亀裂等が有り危険な場所に、バリケードやカラーコーンが設置されていますので
　　　注意してください。

※葛尾村内の除雪実施路線図は次ページをご覧ください。

降雪期間における除雪作業について

問　地域振興課　地域整備係　 0247-61-2850
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戸籍の窓口（10月15日～11月14日届出分）

　生涯スポーツの一環として、幅広い年齢層の人たちが楽しめるソフトバレーボールの普及と健康と体
力の向上、親睦と友情を深めることを目的に１１月１８日、双葉郡川内村体育センターで開催されました。
　大会には、相馬市・南相馬市・富岡町・川内村・葛尾村の５市町村１５チームが参加し、葛尾村から
は、３チーム１８名が出場しました。
　残念ながら入賞は出来ませんでしたが、皆さんいい汗を流していまし た。

　

10
月
28
日
、
田
村
署
管
内
青
少
年
防
犯
剣
道
大
会

が
田
村
高
校
体
育
館
で
開
催
さ
れ
、
葛
尾
少
年
剣
道

団
か
ら
も
５
人
が
参
加
し
、
小
学
生
低
学
年
の
部
に

お
い
て
松
本
康
聖
く
ん（
野
川
）が
準
優
勝
し
ま
し
た
。

第３回相双地区ソフトバレーボール交流大会に参加しました

冬に脳梗塞が起こりやすい場所は、

　寝室（脱水症状が原因）、　玄関先（寒さが原因）　お風呂（寒さ＋脱水症状が原因）です。

血圧は温度差があると変動します！

　冬は暖かい場所から、寒い場所へ移動することが多く、血圧が上昇しやすいため、脳卒中
が起こりやすいようです。玄関先や浴室の中と外の温度差があると、寒さで頸動脈の血管が
収縮して、血圧が一気に上昇し、脳卒中になってしまう場合があります。
　脱衣所は、ヒーターなどで暖めてから服を脱ぐなどをし、温度差に気をつけましょう！

　また、脱水症状になると血液がどろどろになり、血管が詰まるリスクが高まりますので、
血液をサラサラにするために、眠る前と起きた後にコップ１杯の水を飲むようにしましょう。

　さらに、糖尿病の持病があると、脳卒中の危険性が高まります。
　糖尿病の人は高血圧になりやすく、血圧上昇が脳卒中を起こすという事でもわかるように、「糖尿病＝
高血圧になりやすい＝脳卒中になる危険性が高まる。」ということになります。
　脳卒中を防ぐ為、血圧値も血糖値もなるべく正常に保つように努力しましょう。

　12月のあそびの教室では、『食育教室』を開催します。
　食生活改善推進員によるクリスマスにちなんだおやつ
作りをしますので、お子さんと一緒に楽しく試食しま
しょう！
　また、保育士による絵本の読み聞かせや親子遊びも行
います。広いお部屋でママやお友だちと一緒に元気いっ
ぱい体を動かしましょう！

日　時　　１２月１４日（金）　
　　　　　午前９時３０分～１１時３０分
場　所　　三春町中妻地区公民館
　　　　　（中妻分館前仮設住宅となり）
対象者　　【あそびの教室】
　　　　　　　満1～3歳のお子さんとその保護者
　　　　　【妊婦相談会】　妊婦
　　　　　（内容）・妊婦さん同士の交流
　　　　　　　　・先輩ママの体験談
　　　　　　　　・保健師などによる健康相談　など
持ち物　　水分補給のための飲み物
参加費　　無　　料 
　※参加される方は、事前にお申し込みをしてください。

問　住民生活課　健康福祉係
　　　０２４７－６１－２８５０

健
だ
よ
り

保

電子レンジを使って簡単にできる料理教室を開催します。
ぜひご参加ください！
１２月１３日（木）　午前９：３０～１１：３０
　　　　　　　　　 狐田仮設集会所
問　住民生活課　健康福祉係（ 0247-61-2850）

電子レンジで楽チン♪クッキング教室今月の
　１０月６日、三春大神宮秋季例大祭の奉納少年剣
道大会が同神社で開催されました。葛尾少年剣道団
からも５人が参加し、境内に大きな声を響かせ勝ち
抜き戦が行われました。
　結果は、次のとおりです。
　　優　勝　４人抜き　半澤早葉さん（野行）
　　準優勝　４人抜き　松本和博さん（野川）

子どもの名　石井　理
り お

愛ちゃん

誕　生　日　10 ／ 19

保　護　者　紀雄・早苗

行　政　区　上野川

こ
ん
に
ち
は

赤
ち
ゃ
ん

あ
そ
び
の
教
室
と

　

妊
婦
相
談
会
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
！

１１月のあそびの教室に
参加したお母さんとわたし

お母さん
　松本明日佳さん（岩角）
わたし
　まなみちゃん（３歳）

　初めて参加しましたが、同
世代の子ども達と仲良く遊べ
て良かったです。
　これからも参加したいです。

お母さん
　近岡亜紀さん（上野川）
わたし
　涼

すずは
羽ちゃん（３歳）

　避難して、近所に知り合い
がおらず不安でしたが、遊び
の教室をとおして他のお母さ
んや子ども同士会話が出来、
良かったです。
　情報交換の場としてこれか
らも参加したいです。

脳卒中は冬に起こりやすくなります！

田村署管内青少年防犯剣道大会

三春大神宮秋季例大祭奉納少年剣道大会
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●内容・・・血圧測定、体操、健康相談など
●鷹巣・西方・過足・中妻・場上田の方は送迎を行
いますので、当日午前１０時までご連絡ください。

 　葛尾村社会福祉協議会三春事務所
　　　　〒 963-7713 三春町大字柴原字柴原 80-1 　　　TEL　0247-62-8687　　FAX　0247-61-1022

｢

震
災
復
興
応
援
旗｣

を
頂
き
ま
し
た

　

10
月
24
日
、
第
16
回
福
島
県
高
齢
者
芸

能
発
表
大
会
で
、
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
及
び
都
道
府
県･

指
定
都
市
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
よ
り
、｢

震
災
復
興
応
援
旗｣

を
頂
き
ま
し
た
。

　

全
国
の
仲
間
達
か
ら
の
応
援
の
象
徴
と

し
て
各
活
動
の
際
に
掲
示
し
、
復
興
の
糧

と
し
て
役
立
て
て
参
り
ま
す
。

気軽に集い、みんなで笑って楽しみましょう。
お誘い合わせの上、ご参加ください。

すこやか体操教室 サロン DE 笑ってみっ会

月　日 時　間 場　　　所

12月 5日(水) 午前10時～ 鷹巣仮設集会所

〃 午後２時～ 中郷仮設集会所

　　11日(火) 午前10時～ 中妻仮設集会所

　　12日(水) 〃 里内仮設集会所

　　19日(水) 午後２時～ 貝山仮設集会所

　　25日(火) 〃 狐田仮設集会所

開催日 時　間 会　場 お住まいの団地

12月 3日（月）午後２時～ 狐田仮設集会所 狐田 過足

　　6日（木） 〃 鷹巣仮設集会所 鷹巣

　　10日（月） 〃 里内仮設集会所 里内 中妻 場上田

　　13日（木） 〃 中妻仮設集会所 中妻

　　17日（月） 〃 中郷仮設集会所 中郷 中郷東

　　20日（木） 〃 貝山仮設集会所 貝山 西方 鷹巣

12月
村の介護予防事業の一環として開催します。

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

福島県知事感謝状

　１１月２日、第６６回福島県社会福祉大
会で、民生児童委員協議会委員　吉田定子
さん（大放）と齊藤スヱ子さん（上野川）
に福島県知事感謝状が授与されました。
　長年の活動に対しお送られました。益々
のご活躍を期待いたします。

福島県身体障がい者福祉協会表彰

　１０月１９日、第６０回記念福島県身体
障がい者福祉大会で、東海林利三郎さん
( 野川 ) が福島県身体障がい者福祉協会会
長表彰として表彰状が授与されました。障
がいを克服され自立された方々に贈られる
もので、避難生活の中、東海林さんの前向
きな努力がこの度認められました。

　

三
春
町
主
催
で
葛
尾
村
と
富
岡
町
が
共
催
す
る
「
三
春
秋
ま
つ
り
」
が
11
月
３
日
・
４

日
の
両
日
三
春
交
流
館
ま
ほ
ら
周
辺
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　　

葛
尾
村
か
ら
は
、
お
ふ
く
ろ
フ
ー
ズ
、
葛
尾
村
い
き
い
き
交
流
促
進
協
議
会
、
あ
ぶ
く

ま
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
街
道
構
想
推
進
協
議
会
が
出
店
し
、
岩
角
地
区
の
八
幡
神
社
神
楽
、
元

気
な
か
つ
ら
お
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
皆
さ
ん
に
よ
る
『
葛
尾
大
尽
物
語
』
の
人
形
劇
が
披
露

さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
葛
尾
そ
ば
石
臼
の
会
に
よ
る
そ
ば
打
ち
体
験
が
行
わ
れ
た
り
、
松
原
の
ぶ
え
ミ

ニ
コ
ン
サ
ー
ト
や
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
フ
ォ
ー
ゼ
＆
オ
ー
ズ
シ
ョ
ー
で
は
、
大
勢
の
人
で
賑
わ

い
ま
し
た
。　

　

両
日
共
に
、
天
候
に
恵
ま
れ
、
会
場
で
は
、
地
元
の
食
材
を
使
っ
た
お
い
し
い
食
べ
も

の
や
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
し
た
。

岩
角
地
区
の
八
幡
神
社 

神
楽

そ
ば
打
ち
体
験

　
　
　
『
葛
尾
そ
ば
石
臼
の
会
』

松原のぶえミニコンサート

漬け物やおでん販売
『葛尾村いきいき交流促進協議会』

葛尾名産凍みもち販売
　『おふくろフーズ』

人
形
劇
の
葛
尾
大
尽
物
語

第
九
回 

三
春
秋
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
、

　
　
　
　
　
　
　
　

葛
尾
村
も
参
加
し
ま
し
た

（17） 平成 24年 12月
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旭き
ょ
く
じ
つ
そ
う
こ
う
し
ょ
う

日
双
光
章
を

　
　
　

受
章
さ
れ
ま
し
た

松
本
政
男
さ
ん
（
野
川
）

『ふるさとの祭り２０１２』で舞う
葛尾三匹獅子舞

　

10
月
27
日
、
28
日
に
郡
山
市
と

会
津
若
松
市
で
地
域
伝
統
芸
能
全

国
大
会
福
島
大
会
「
ふ
る
さ
と
の

祭
り
２
０
１
２
」
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

葛
尾
三
匹
獅
子
舞
は
、
27
日
に

郡
山
駅
前
で
披
露
さ
れ
、
県
内
各

地
に
避
難
し
て
い
る
三
人
の
小
・

中
学
生
が
ふ
る
さ
と
葛
尾
へ
の
思

い
を
込
め
舞
い
ま
し
た
。

　

世
話
人
の
菅
野
佐
内
さ
ん
（
上

葛
尾
）は「
み
ん
な
で
協
力
し
合
っ

て
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
継

承
し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

三屋裕子さんとスポーツで交流
スポーツ教室

　

日
ご
ろ
の
運
動
不
足
と

ス
ト
レ
ス
解
消
を
は
か
ろ

う
と
、
10
月
14
日
、
中
妻

体
育
館
で
ス
ポ
ー
ツ
教
室

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
元
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
全
日
本
代
表
選
手

の
三
屋
裕
子
さ
ん
ら
と
と

も
に
、
ボ
ー
ル
や
紙
風
船

を
使
っ
て
体
を
動
か
し
心

地
よ
い
汗
を
流
し
な
が
ら
、

交
流
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

　

平
成
24
年
秋
の
叙
勲
で
、
松
本
政
男

さ
ん
が
旭
日
双
光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し

た
。

　

叙
勲
の
対
象
と
な
る
の
は
、
地
方
自

治
の
育
成
発
展
に
貢
献
し
、
功
績
が
顕

著
で
あ
る
方
で
す
。

　

松
本
政
男
さ
ん
は
、
昭
和
58
年
に
葛

尾
村
議
員
と
し
て
、
７
期
28
年
の
間
に

議
長
を
３
度
務
め
、

双
葉
地
方
の
町
村
議

会
議
長
会
長
、
広
域

市
町
村
圏
組
合
議
会

議
長
を
歴
任
し
、
葛

尾
村
の
村
政
発
展
に

寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
支
え
て
く
れ
た

村
民
の
お
か
げ
で

す
」
と
受
章
の
喜
び

を
語
っ
て
く
れ
ま
し

た
。

たくさんの動物とふれ合って
わんぱく教室

　

10
月
28
日
、
わ
ん
ぱ
く
教
室
は
、

茨
城
県
日
立
市
の
か
み
ね
動
物
園

と
レ
ジ
ャ
ー
ラ
ン
ド
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

園
内
に
は
、
ト
ラ
や
キ
リ
ン
、

ゾ
ウ
な
ど
の
た
く
さ
ん
の
動
物
を

間
近
に
見
る
こ
と
が
で
き
、『
動

物
に
ふ
れ
あ
う
体
験
』
で
は
、
リ

ス
を
抱
っ
こ
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
レ
ジ
ャ
ー
ラ
ン
ド
で
は
、

太
平
洋
を
一
望
出
来
る
ジ
ェ
ッ
ト

コ
ー
ス
タ
ー
や
観
覧
車
を
楽
し
み

ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
か
ら
は
、
ま
た
来

た
い
な
ど
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

元気にプレーしました
村民グラウンドゴルフ大会

　１１月１日、寿学級の移動学習が裏磐梯で行わ
れました。
　磐梯山ゴールドラインから桧原湖の絶景に教室
生からは歓声があがりました。
　次に訪れた磐梯山３Dワールドでは、噴火の様
子を立体的に見ることが出来、迫力のある映像を
楽しみました。蔵のまち喜多方で学ぶ

女性学級
　

女
性
学
級
で
、
移
動
学
習

が
11
月
６
日
行
わ
れ
、
喜
多

方
市
方
面
に
出
か
け
て
き
ま

し
た
。

　

大
和
川
酒
造
北
方
風
土
館

で
は
、
お
酒
が
出
来
る
ま
で

の
説
明
を
受
け
、
た
く
さ
ん

の
蔵
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、『
喜
多
方
蔵
の
里
』

で
は
瓜
生
岩
子
（
う
り
ゅ
う 

い
わ
こ
）
記
念
館
等
を
見
学

し
、
磐
梯
町
の
慧
日
金
堂
を

拝
観
し
て
き
ま
し
た
。

　

あ
い
に
く
雨
模
様
の
一
日

で
し
た
が
、
も
み
じ
の
色
が

と
て
も
鮮
や
か
で
し
た
。

秋の裏磐梯を満喫しました
寿学級

　

村
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
が
10
月

30
日 

、
旧
中
郷
小
仮
設
団
地
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
練
習
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

天
候
に
も
恵
ま
れ
、
49
人
が
参
加
し
、

日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
プ
レ
ー
を

楽
し
み
ま
し
た
。

    

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

優　

勝　

松
本
壽
夫

　

準
優
勝　

松
本
和
典

　

３　

位　

齊
藤
ウ
メ
ノ

　

４　

位　

松
本
惇
夫

　

５　

位　

吉
田
勝
一

　

６　

位　

大
友
敏
弘

（
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
賞
）

　

松
本
惇
夫
・
齊
藤
ウ
メ
ノ
・
渡
邉
茂
・

松
本
敏
見
・
松
本
和
典



平成 24年 12月 （20）（21） 平成 24年 12月

皆さんに元気を
鈴木弘一さん（岩角）・白岩忠雄さん（上野川）

　

鈴
木
弘
一
さ
ん
と
白
岩
忠

雄
さ
ん
が
、
貝
山
事
務
所
前

の
花
壇
に
、
白
と
ピ
ン
ク
、

赤
の
３
色
の
葉
牡
丹
（
は
ぼ

た
ん
）
を
植
え
て
く
れ
ま
し

た
。

　
「
役
場
を
訪
れ
た
村
の
皆

さ
ん
に
少
し
で
も
希
望
を

持
っ
て
も
ら
い
、
季
節
の
花

を
見
て
、
元
気
を
出
し
て
も

ら
え
れ
ば
嬉
し
い
」
と
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

買い物ごっご楽しいな
幼稚園祭り

　

11
月
９
日
、
幼
稚
園
祭
り
が
、
保

護
者
や
来
年
度
入
園
希
望
園
児
な
ど

を
招
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
園
歌
「
き
ら

き
ら　

か
つ
ら
お
」
を
歌
っ
た
後
、

「
ふ
く
し
ま
キ
ッ
ズ
マ
ン
」
を
踊
り

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
ケ
ー
キ
屋･

た
こ
焼
き

屋･

焼
き
そ
ば
屋･

ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ
屋

･

パ
ー
マ
屋
な
ど
の
「
ま
ま
ご
と
縁

日
コ
ー
ナ
ー
」
を
開
き
、「
か
い
も

の
け
ん
」
を
使
っ
て
品
物
の
売
り
買

い
ご
っ
こ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

帰
り
に
は
、
本
物
の
チ
ョ
コ
バ
ナ

ナ
を
お
み
や
げ
と
し
て
渡
し
、
子
ど

も
達
は
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し

て
い
ま
し
た
。

仮設住宅で火防督励を実施
葛尾村消防団

　

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動
期

間
中
の
11
月
11
日
、
葛
尾
村
消

防
団
に
よ
る
「
仮
設
住
宅
火
防

督
励
」
が
各
仮
設
住
宅
を
対
象

に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
双
葉
広
域
消
防
と

連
携
を
し
な
が
ら
、
各
分
団
で

そ
れ
ぞ
れ
の
仮
設
住
宅
を
訪
問

し
、
台
所
の
周
辺
状
況
の
把
握

や
仮
設
住
宅
付
近
の
水
利
状
況

の
確
認
を
し
、
火
災
予
防
を
呼

び
か
け
ま
し
た
。

会津坂下町を歩く
村民ふれあい教室

　

11
月
15
日
、
村
民
の
健
康
づ
く

り
と
交
流
の
た
め
、
会
津
坂
下
町

で
村
民
ふ
れ
あ
い
教
室
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

避
難
先
だ
っ
た
川
西
公
民
館
を

ス
タ
ー
ト
し
、
上
宇
内
薬
師
堂
や

立
木
千
手
観
音
像
、
心
清
水
八
幡

神
社
な
ど
を
巡
り
、
春
日
八
郎
記

念
公
園
ま
で
30
名
の
参
加
者
と
共

に
７
キ
ロ
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
楽

し
み
ま
し
た
。

　

地
元
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
『
バ

ン
ビ
ィ
』
の
ス
タ
ッ
フ
も
加
わ
り
、

楽
し
く
会
話
を
弾
ま
せ
な
が
ら
秋

の
会
津
坂
下
路
を
歩
き
ま
し
た
。

阿武隈地域の復興を目指して
松本順子さん（上野川）がパネリストとして参加

　

阿
武
隈
地
域
復
興
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
、
二
本
松
市
東
和
文
化
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
、
葛
尾
じ
ゅ
う
ね
ん
企
業
組
合
理
事
長
の
松
本
順
子
さ
ん
が
パ

ネ
リ
ス
ト
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。

　

葛
尾
産
エ
ゴ
マ
を

つ
か
っ
た
じ
ゅ
う
ね

ん
団
子
「
葛
尾
の
お

大
尽
様
」
が
商
品
化

す
る
ま
で
の
苦
労
や
、

味
噌
や
漬
け
物
づ
く

り
な
ど
を
受
け
継
い

で
き
た
技
術
を
た
や

さ
ず
に
次
世
代
に
伝

え
た
い
こ
と
を
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

　

園児にクリスマスプレゼント
ガールスカウトの皆さんより

　

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
日
本
連
盟
東

京
都
第
１
７
９
団
所
属
の
武
山
富

士
子
ト
レ
ー
ナ
ー
他
４
名
の
皆
さ

ん
が
11
月
14
日
に
三
春
の
里
事
務

所
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

手
作
り
の
シ
ュ
シ
ュ（
髪
飾
り
）

を
葛
尾
の
子
供
た
ち
へ
と
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
幼
稚
園
を
訪
れ
園
児
た

ち
に
一
足
早
い
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ

ゼ
ン
ト
を
手
渡
し
、
園
児
た
ち
は

お
礼
に
「
ぼ
く
ら
は
ふ
く
し
ま

キ
ッ
ズ
マ
ン
」
の
踊
り
を
披
露
し

ま
し
た
。

　

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
の
皆
さ
ん
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

手
作
り
の
シ
ュ
シ
ュ

任
務
を
終
え
て
葛
尾
の
子
ど
も
た
ち
と
ふ
れ
あ
い

警
視
庁
第
７
機
動
隊
の
皆
さ
ん

　

11
月
５
日
か
ら
葛
尾
村
、
田
村
市
、
川
内
村
の
警
戒
に
あ
た
っ
て
い
た
警
視
庁
第
７
機

動
隊
の
皆
さ
ん
が
帰
京
を
前
に
三
春
町
の
岩
江
小
学
校
を
訪
れ
、
葛
尾
の
子
ど
も
た
ち
と

ふ
れ
あ
い
ま
し
た
。

　

普
段
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
警
視
庁
の
パ
ト
カ
ー
や
特
殊
車
両
を
見
た
子
ど
も
た
ち
は

お
お
は
し
ゃ
ぎ
。
さ
っ
そ
く
パ
ト
カ
ー
に
乗
せ
て
も
ら
い
、
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
た
り
、

マ
イ
ク
で
話
を
し
て
み
た
り
と
、
す
っ
か
り
気
分
は
お
ま
わ
り
さ
ん
！

　

ま
た
、
初
め
て
み
る
本
物
の
手
錠
や
さ
す
ま
た
に
興
味
津
々
で
『
犯
人
逮
捕
』
を
体
験

し
ま
し
た
。

　

機
動
隊
の
皆
さ
ん
に
葛
尾
村
の
印
象
を
伺
う
と
「
葛
尾
村
の
方
々
は
お
お
ら
か
な
方
が

多
い
で
す
ね
。
警
察
と
い
う
と
毛
嫌
い
を
す
る
方
が
多
い
の
で
す
が
、
葛
尾
村
の
方
は
皆

さ
ん
す
ん
な
り
受
け
入
れ
て
く
れ
ま
し
た
。」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、「
こ
れ
か

ら
も
元
気
で
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
」
と

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

警
視
庁
第
７
機
動
隊
の
皆
さ
ん
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。　



平成 24年 12月 （22）（23） 平成 24年 12月

避難先をお知らせください
避難先住所の届出をされていない方
や避難先を移動された方は、電話等
により避難先を住民生活課までご連
絡ください。　
　０２４７－６１－２８５０

団　地　名
測定時刻・地上高別線量（単位：μsv/h）

時　刻 地上１cm 地上１ｍ

貝 山 団 地 9：29 0.12 0.11

旧中郷小学校団地 9：40 0.14 0.15

狐 田 団 地 10：00 0.13 0.14

中 妻分館前団地 10：27 0.16 0.18

過 足 団 地 9：54 0.15 0.16

斉 藤 里 内 団 地 10：18 0.13 0.14

斉 藤場上田団地 10：10 0.16 0.15

鷹 巣 瀬 山 団 地 10：43 0.17 0.18

西 方 浮 貝 団 地 10：35 0.17 0.16

葛尾村の避難状況について

県 内 避 難 者

仮設住宅 818

借上住宅 528

親類宅等 73

計 1,419

県 外 避 難 者 102

計 1,521

平成 24 年 11 月 15 日現在（外国人含む）

２日（日）　第３回教育懇談会

　　　　 （貝山運動公園談話室）

　　　　　大正琴（社協）

５日（水）　パッチワーク教室（貝）

６日（木）　寿学級（貝）

７日（金）　幼稚園発表会（幼）　

８日（土）　民謡舞踊教室  

　　 　　（三春の里田園生活館）

12日（水）　パッチワーク教室（貝）

13日（木）　料理教室（狐）

14日（金）　あそびの教室（中公）

16日（日）　大正琴（社協）

19日（水）　パッチワーク教室（貝）

21日（金）　幼稚園第２学期終業式

22日（土）　かつらお子ども絆

　　　　　　交流体験活動

　　　　　　　（磐梯熱海）

27日（木）　わんぱく教室

１２月４日～１０日は

　『人権週間』です！

葛尾村三春出張所連絡先

日 月 火 水 木 金 土
1

2 3 4 5 6 7 8
9 10 11 12 13 14 15
16 17 18 19 20 21 22
23 24 25 26 27 28 29
30 31

122012
December

今月の行事

■三春の里事務所
 ［総務課 ( 税務財政係を除く )・議
会事務局・教育委員会・公民館］
〒 963-7722
　福島県田村郡三春町大字西方
　　　　　　　　　　字石畑270-1
 　0247-6 1-2860（代表）
FAX　0247-62-3966

■貝山事務所
［住民生活課・地域振興課・税務財
政係・出納室・農業委員会］
〒 963-7719 
　福島県田村郡三春町大字貝山
　　　　　　　　　字井堀田287-1
 　0247-6 1-2850（代表）
FAX　0247-62-0282

仮設住宅団地の放射線量
簡易測定器により測定（平成24年11月15日） 

場　所 略
貝 山 仮 設 集 会 所 貝
過 足 仮 設 集 会 所 過
狐 田 仮 設 集 会 所 狐
斉 藤 場 上 田 集 会 所 場
旧中郷小学校仮設集会所 旧
西 方 浮 貝 集 会 所 西
斉藤里内仮設集会所 里
中 妻 集 会 所 中
鷹 巣 瀬 山 集 会 所 鷹
中 妻 体 育 館 中体
旧中郷小学校東集会所 東
中 妻 公 民 館 中公
社 会 福 祉 協 議 会 社協
三 春 町 体 育 館 三体
葛尾幼稚園三春分園 幼

※受診の際は、健康保険証を持参してください
　　福島医師会　http://www.fukushima.med.or.jp/
　　田村医師会　http://www1.tma.or.jp/

12月 2日 春山医院 三春町  0247-62-3239
9日 中央通りクリニックやない 田村市船引町  0247-81-2662
16日 かみや内科クリニック 小野町  0247-72-3212
23日 大久保クリニック 田村市船引町  0247-82-2555
24日 せんざき医院 三春町  0247-61-2777
29日 青山医院 田村市常葉町  0247-77-2015
30日 石塚医院 小野町  0247-72-2161
31日 遠藤医院 田村市船引町  0247-85-2016

診療時間　　午前 9時～午後６時

h
ttp

:/
/
rad

io
activity.m

ext.go
.jp

/
ja/

list/
2
0
7
/
list-

1
.h
tm

l

平
成
24年

度
放
射
線
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
測
定
値（
葛
尾
村
）
№
11

11/
8　
10：
18　

0.9μ
sv/h

11/15　
10：
41　

0.9μ
sv/h

風
越（
K1）

11/
8　
10：
09　

1.1μ
sv/h

11/15　
10：
30　

1.1μ
sv/h

中
平（
K2）

11/
8　
10：
02　

1.0μ
sv/h

11/15　
10：
20　

1.0μ
sv/h

東
平（
K3）11/

8　
10：
58　

0.5μ
sv/h

11/15　
11：
21　

0.5μ
sv/h

役
場
【
※
1 毎
日
計
測
】

11/
8　
12：
20　

5.3μ
sv/h

11/15　
13：
56　

5.3μ
sv/h

広
谷
地（
K6）

11/
8　
11：
50　

10.1μ
sv/h

11/15　
13：
28　

10.1μ
sv/h

野
行（
K8）

11/
8　
11：
41　

1.6μ
sv/h

11/15　
13：
15　

1.5μ
sv/h

岩
角（
K9）

11/
8　
11：
15　

1.4μ
sv/h

11/15　
11：
38　

1.4μ
sv/h

大
放（
K11）

11/
8　
11：
30　

1.0μ
sv/h

11/15　
11：
52　

0.9μ
sv/h

大
笹（
K10）

11/
8　
10：
45　

1.2μ
sv/h

11/15　
11：
12　

1.1μ
sv/h

仲
ノ
内（
K4）

11/
8　
10：
40　

0.7μ
sv/h

11/15　
11：
05　

0.7μ
sv/h

湯
殿（
K5）

11/
8　
10：
35　

1.3μ
sv/h

11/15　
10：
59　

1.3μ
sv/h

境
ノ
岫【
※
1 毎
日
計
測
】

11/
8　
12：
00　

4.7μ
sv/h

11/15　
12：
00　

4.7μ
sv/h

柏
原【
※
２
 毎
時
計
測
】



平成 24年 12月 （24）

公式ホームページ　http://www.katsurao.org/
メールマガジン登録　http://katsurao.inf-gov02.jp/regist.html
広報担当電子メール　hp@vill.katsurao.lg.jp

葛尾村ホームページ
( 携帯用 ) はこちら→

葛尾村メールマガジン
の登録はこちら　→

●男　性 799 人（± 0）
●女　性 723 人（± 0）
●合　計 1,522 人（± 0）
●世帯数 471 世帯（± 0）

人の動き人の動き 平成 24 年 11 月１日現在
（外国人含む）

村のようす
　野川地内で、葛尾村鳥獣被害対策実施隊が仕掛け
ていたイノシシわなに『白いタヌキ』がかかってい
るのが見つかりました。
　白いタヌキは『縁起が良い』と言われ、これから
村に良いことが起きることを期待しています。　　

写真提供：菅野良一さん（下葛尾）

　三春町では、子ども達が放課後に学校の空き教室や地区の公民館・交
流館、体育館を利用して、自主学習や教室にある遊び道具を利用して自
由に活動できる『まほらっこ教室』がひらかれています。
　この教室に１０月３１日、中妻自治会の皆さんが招かれ参加しました。
　
　子供達は、町の職員や保護者と一緒に、ダンボール紙を使って『おみ
こし』を作り、みんなで中妻仮設団地内を担いで練り歩きました。
　また、参加者全員で折り紙や木工細工を楽しみ、まほらっこ教室指導
員の橋本さんが手作りした甘くて美味しい綿あめにも子ども達は大喜び
でした。

　参加した中妻自治会の皆さんは「純粋な子供たちの笑顔や歓声に囲ま
れて、久しぶりに気持ちが晴々して大変楽しかった。また機会があれば
参加したい。」と話していました。

「まほらっこ」児童たちと交流会
中妻自治会 VOL.7

皆さまからの情報や意見のご提供をお待ちしております。
（メール）hp@vill.katsurao.lg.jp
 0247-61-2850・0247-61-2860

　このコーナーは、仮設住宅や仮
設店舗、支え合いセンターの話題
や避難されている皆さんのコー
ナーで、離れているひとりひとり
の思いがつながり、笑顔が絶えな
いよう“かつらお”の文字をと
り「なかまで　つながる　みら
いの　えがお」としました。
　多くの皆さんの元気な笑顔を届
けたいと思います。

タヌキは、葛尾村鳥獣被害対策実施隊の皆さんの
手で山に逃がされました。


